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^看 護 系 大 学 4 年 生 と 臨 床 看 護 師 の 看 護 実 践 能 力 修 得 に 関 す る 認 識 調 査
1  目 的
近 年 、 医 療 の 高 度 化 ・ 専 門 化 に 加 え て 、 国 民 の 健 康
意 識 の 高 ま り ゃ 患 者 ・ 家 族 の 医 療 に 対 す る 意 識 の 変 化
か ら 、 病 院 で は 新 人 看 護 師 の 資 質 の 向 上 に つ な が る 教
育 が 必 要 と さ れ て い る 。 厚 生 労 働 省 の 新 人 看 護 職 員 研
修 ガ イ ド ラ イ ン で は 、 求 め る 看 護 実 践 能 力 を 基 本 姿 勢
と 態 度 、 技 術 的 側 面 、 管 理 的 側 面 の 要 素 か ら 示 し て い
る 。 私 は こ れ に 示 さ れ る 新 人 看 護 師 の 看 護 実 践 能 力 に
関 す る 研 修 の 内 容 は 、 看 護 基 礎 教 育 課 程 で 学 ぶ 看 護 学
生 が 実 践 能 力 を 高 め て い く た め の 学 習 の 方 向 性 と も
関 係 す る も の と 考 え た 。 そ こ で 、 看 護 実 践 能 力 修 得 に
関 す る 認 識 調 査 を 看 護 系 大 学  4 年 生 と 臨 床 看 護 師 に
行 い 、 看 護 学 生 が 看 護 実 践 能 力 を 高 め る た め の 学 習 の
内 容 と 方 向 性 を 検 討 し た 。
H  方 法
1 . 調 査 方 法 :  A 県 看 護 系 大 学 4 年 生 8 0 名 と 総 合 病
キ ー ワ ー ド : 看 護 実 践 能 力 、 看 護 学 生 、 看 護 師 、 認 識
卒 業 時 ま で に 「 指 導 の 下 で で き る 」 で は 、 基 本 姿 勢 と
態 度 の 側 面 は 学 生 4 8 . 9 % ・ 看 護 師  6 6 . 6 % 、 技 術 的 側
面 は 学 生  5 9 . 1 % ・ 看 護 師  7 0 . 1 % 、 管 理 的 側 面 は
4 0 . フ % ・ 看 護 師  5 2 . 3 % で あ っ た 。 卒 業 時 ま で に 「 で
き る 」 の 回 答 率 は 学 生 が 高 く 、 卒 業 時 ま で に 「 指 導 の
下 で で き る 」 の 回 答 率 は 看 護 師 が 高 か っ た 。
看 護 実 践 能 力 の 各 側 面 に お い て は 、 卒 業 時 ま で に
「 で き る 」 の 回 答 率 が 最 も 高 い 項 目 は 、 基 本 姿 勢 と 態
度 の 側 面 で は 学 生 8 8 . フ % ・ 看 護 師 5 1 . 1 % で 「 看 護 師 の
責 任 を 認 識 で き る 」 、 技 術 的 側 面 で は 学 生 8 8 . フ % ・ 看
護 師  6 1 . 4 % で 「 部 分 浴 ・ 陰 部 ケ ア ・ オ ム ツ 交 換 」 、 管
理 的 側 面 で は 、 学 生  9 1 . 5 % ・ 看 護 師  7 5 . 0 % で 「 プ ラ
イ バ シ ー を 保 護 し て 記 録 物 を 取 り 扱 う 」 で あ り 、 学 生
と 看 護 師 で 同 じ 項 目 が 高 い 傾 向 に あ っ た 。
Ⅳ 考 察
看 護 実 践 能 力 に お け る 基 本 的 態 度 「 看 護 師 の 責 任 を
認 識 で き る 」 で は 卒 業 時 ま で に 「 で き る 」 の 回 答 は 看 護
学 生 が 約 9 割 に 対 し 看 護 師 は 約 5 割 で あ り 、 こ れ は 「 責
任 」 に 対 す る 認 識 の 相 違 に よ り 差 が 出 た と 推 察 さ れ
る 。 一 方 、 技 術 的 側 面 は 「 指 導 の 下 で で き る 」 が 両 者
と も に 多 く 、 技 術 に は 日 常 生 活 援 助 の 技 術 以 外 に も 身
体 侵 襲 を 伴 う 技 術 が あ り 、 指 導 な く し て は 修 得 で き な
い こ と を 認 識 し て い た と 思 わ れ る 。 指 導 に よ り 学 生 は
自 分 の 技 術 上 の 課 題 を 自 覚 で き 、 看 護 師 と し て の 責 任
の 重 さ を 実 感 し て 高 い 技 術 イ 惨 得 に つ な が る と 考 え る 。
V  結 論
看 護 実 践 能 力 に お い て 、 学 生 は 「 で き る 」 の 回 答 率
が 高 く 、 看 護 師 は 「 指 導 の 下 で で き る 」 の 回 答 率 が 高
か っ た 。 こ の 認 識 の 差 を 縮 め る た め に 基 礎 教 育 課 程 で
学 ぶ 看 護 学 生 は 自 分 に 何 が 不 足 し て い る の か 考 え 、 目
的 意 識 を 持 ち な が ら 指 導 者 の も と で 学 び 続 け る 姿 勢
が 大 切 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 引 用 文 献  D 厚 生 労 働
省 . 新 人 看 護 職 員 研 修 ガ イ ド ラ イ ン . 2 0 1 0
院 で 働 く 経 験 1 年 以 上 の 看 護 師 9 0 名 に 自 記 式 の ア ン
ケ ー ト 調 査 を 行 っ た 。 調 査 項 目 は 厚 生 労 働 省 の ガ イ ド
ラ イ ン  D か ら 選 ん だ 看 護 実 践 能 力 に 関 係 す る 基 本 姿
勢 と 態 度 、 技 術 的 側 面 、 管 理 的 側 面 、 そ し て 対 象 者 の
背 景 の 計 3 5 項 目 で あ る 。 2 . 調 査 期 間 : 2 0 1 4 年 5 - 6 月 。
0 高 山 拓 海 D 、 金 子 史 代 の
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3 . 分 析 方 法 : 調 査 項 目 の 卒 業 時 ま で に 「 で き る 」 と 「 指
導 の 下 で で き る 」 の 回 答 を 集 計 し 、 看 護 実 践 能 力 修 得
に 関 す る 学 生 と 看 護 師 の 認 識 を 分 析 し た 。 4 . 倫 理 的 配
慮 : 対 象 者 に 研 究 の 目 的 、 方 法 、 調 査 用 紙 は 無 記 名 で
個 人 は 特 定 さ れ な い こ と 等 を 文 書 で 説 明 し 、 ア ン ケ ー
ト の 提 出 を も っ て 研 究 協 力 の 承 諾 を 得 た も の と し た 。
Ⅲ 結 果
看 護 学 生 7 1 名 ( 回 収 率 8 8 . 7 5 % ) 、 看 護 師 8 8 名 ( 回
収 率 9 7 . 7 8 % ) か ら ア ン ケ ー ト を 回 収 し た 。 各 側 面 の
項 目 平 均 の 回 答 率 は 、 卒 業 時 ま で に 「 で き る 」 で は 、
基 本 姿 勢 と 態 度 の 側 面 は 学 生  5 1 . 1 7 % ・ 看 護 師
3 3 . 3 % 、 技 術 的 側 面 は 学 生  4 0 . 9 % ・ 看 護 師  2 9 . フ % 、
管 理 的 側 面 は 学 生  5 9 . 3 % 、 看 護 師 4 7 . フ % で あ っ た 。
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